
医療扶助における事務処理の流れ

※１　診療報酬は、大阪市が４分の１を負担し、４分の３については、国が負担する。
※２　レセプトエラーとは、レセプトのデータと発行済の医療券等との照合において、当該データと医療券等の有無及び内容が一致しないものなどをいう。
　　　　（例　医療券なし・同月内重複請求等）
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